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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会

長
�
山
田
一
仁
・
札
幌
市
議

会
議
長
）
は
6
月
10
日
、
砂

防
会
館
で
、
第
2
1
5
回
理

事
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、山
田
会
長
か
ら「
市

議
会
の
役
割
と
責
任
が
増
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な

人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画
を

促
し
、
議
会
を
活
性
化
す
る

こ
と
が
緊
要
な
課
題
で
あ
り
、

各
市
議
会
に
お
け
る
実
情
に

応
じ
た
主
体
的
な
議
会
改
革

を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
に

対
す
る
様
々
な
要
望
活
動
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

会
議
で
は
、
翌
11
日
に
開

催
さ
れ
る
第
95
回
定
期
総
会

の
運
営
の
ほ
か
、
会
長
提
出

議
案
5
件
に
つ
い
て
協
議
し
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

会
長
提
出
議
案
は
、
①
天

皇
陛
下
御
即
位
に
当
た
っ
て

の
賀
詞
決
議
②
多
様
な
人
材

の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進
に

関
す
る
決
議
③
地
方
創
生
・

地
方
分
権
改
革
の
推
進
及
び

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
に

関
す
る
決
議
④
地
震
、
集
中

豪
雨
な
ど
頻
発
・
激
甚
化
す

る
大
規
模
災
害
等
に
対
応
す

る
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

強
化
に
関
す
る
決
議
⑤
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
に
関
す
る
決
議
―
の
5
件

で
、
同
定
期
総
会
に
提
出
さ

れ
る
（
次
号
に
て
全
文
掲
載

予
定
）
。

こ
の
ほ
か
、
会
議
で
は
、

地
方
議
会
の
魅
力
と
権
能
を

強
化
す
る
方
策
に
つ
い
て
の

提
言
を
森
之
嗣
・
国
と
地
方

の
協
議
の
場
等
に
関
す
る
特

別
委
員
会
副
委
員
長
（
あ
わ

ら
市
議
会
議
長
）
が
報
告
。

「
都
市
問
題
に
関
す
る
特
別

委
員
会
（
仮
称
）
」
の
構
想

骨
子
（
案
）
等
、
「
全
国
市

議
会
議
長
会
90
年
史
」
編
纂

事
業
、
第
14
回
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
高
知
の
開
催
―
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
。

各
委
員
会
か
ら
の
報
告
は
、

同
定
期
総
会
で
行
う
こ
と
が

了
承
さ
れ
た
。

山山
田田
会会
長長
挨挨
拶拶
要要
旨旨

私
ど
も
の
任
期
も
明
日
の

第
95
回
定
期
総
会
ま
で
と
な

る
が
、
理
事
の
皆
様
方
に
は
、

各
部
会
の
支
部
長
と
し
て
、

こ
の
一
年
間
本
会
の
運
営
に
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

今
年
度
の
地
方
税
財
政
対

策
に
つ
い
て
は
、
車
体
課
税

の
減
税
問
題
が
焦
点
と
な
っ

た
が
、
本
会
を
挙
げ
て
の
要

望
活
動
の
結
果
、
そ
の
代
替

税
源
な
ど
が
確
実
に
確
保
さ

れ
た
。

ま
た
、
地
方
一
般
財
源
総

額
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
を

上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
た
。

皆
様
方
に
は
、
地
元
選
出

国
会
議
員
に
対
す
る
精
力
的

な
要
望
活
動
な
ど
、
多
大
な

る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
。

今
後
と
も
地
方
一
般
財
源

総
額
の
確
保
を
は
じ
め
、
来

年
度
以
降
の
地
方
税
財
源
の

充
実
確
保
に
向
け
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
。

地
方
分
権
が
進
み
、
市
議

会
の
役
割
と
責
任
が
増
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
市

議
会
で
は
、
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画
を
促
し
、

議
会
を
活
性
化
す
る
こ
と
が

緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
小
規
模
な
自
治
体
を

中
心
に
、
地
方
議
会
議
員
の

な
り
手
不
足
が
重
大
な
問
題

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
本
会
の
国
と
地
方

の
協
議
の
場
等
に
関
す
る
特

別
委
員
会
に
お
い
て
検
討
い

た
だ
き
、
本
日
報
告
さ
れ
る

提
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各

市
議
会
で
は
、
実
情
に
応
じ

た
主
体
的
な
議
会
改
革
を
進

め
る
と
と
も
に
、
国
に
対
す

る
様
々
な
要
望
活
動
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
厚
生

年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
に
つ
い
て
も
、
議
論
の

動
向
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、

早
期
の
法
整
備
の
実
現
を
関

係
各
方
面
に
引
き
続
き
強
力

に
要
望
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
30
年
7

月
豪
雨
や
地
震
災
害
、
台
風

被
害
な
ど
、
様
々
な
自
然
災

害
が
頻
発
・
激
甚
化
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
防
災
・

減
災
対
策
の
充
実
強
化
に
つ

い
て
も
、
強
く
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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多多
様様
なな
人人
材材
議議
会会
にに

第第221155回回
理理事事会会

第
95
回
定
期
総
会
へ
会
長
提
出
議
案
を
了
承

第215回理事会の模様

提言を報告する森国地方特別委副委員長

挨
拶
す
る
山
田
会
長

（1） 令和元年6月15日 第2087号全国市 議 会 旬 報



全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
�
天

沼
久
純
・
盛
岡
市
議
会
議

長
）
は
6
月
4
日
、
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
47
回
定

期
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
来
賓
挨
拶
と

し
て
、
細
田
博
之
・
自
治
体

病
院
議
員
連
盟
会
長
か
ら

「
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
、

経
営
問
題
な
ど
各
自
治
体
が

抱
え
る
問
題
に
対
し
、
知
恵

を
出
し
て
切
り
抜
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
な
ど
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

続
い
て
、天
沼
会
長
が「
自

治
体
病
院
を
取
り
巻
く
環
境

は
非
常
に
厳
し
い
。
安
定
的

経
営
を
図
り
、
地
域
に
必
要

と
さ
れ
る
良
質
な
医
療
の
継

続
的
提
供
の
た
め
、
精
力
的

活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
」

な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。
ま
た
、

来
賓
の
大
西
秀
人
・
全
国
自

治
体
病
院
開
設
者
協
議
会
会

長
代
行
（
高
松
市
長
）
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
（
事
務
局

代
読
）
し
た
。

そ
の
後
、
沖
部
望
・
総
務

省
大
臣
官
房
審
議
官
（
公
営

企
業
担
当
）
か
ら
「
公
立
病

院
改
革
の
現
状
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
事
務
報
告
を
了
承

し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
平
成
30
年
度

会
計
決
算
に
つ
い
て
、
関
藤

龍
也
監
事
（
滝
川
市
議
会
議

長
）
か
ら
監
査
結
果
報
告
が

あ
り
、
こ
れ
を
認
定
し
た
ほ

か
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画

案
、
予
算
案
等
に
つ
い
て
協

議
し
、
原
案
の
通
り
決
定
。

決
議
で
は
、
寺
田
幹
根
相

談
役
（
磐
田
市
議
会
議
長
）

が
、
自
治
体
病
院
の
安
定
的

経
営
や
医
師
不
足
、
地
域
偏

在
解
消
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

決
議
を
提
案
し
、
満
場
一
致

で
こ
れ
を
決
定
し
た（
左
掲
）。

総
会
終
了
後
、
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
は
森
英
介

自
治
体
病
院
議
員
連
盟
幹
事

長
、
古
賀
友
一
郎
総
務
大
臣

政
務
官
に
面
談
し
、
決
議
を

手
交
の
上
、
要
望
を
行
っ
た
。

決

議

一
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
自
治
体
病
院
の
経
営
基
盤
安
定
の
た
め
、
特
に
小
児
医
療
、
救
急
医
療
、

精
神
科
医
療
、
へ
き
地
医
療
、
高
度
医
療
、
周
産
期
医
療
な
ど
不
採
算
部
門
に
対
す
る
財
政
措
置

を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
。

一
、
医
師
不
足
の
解
消
に
向
け
、
医
学
部
入
学
定
員
の
更
な
る
増
員
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療
を

担
う
医
師
を
養
成
す
る
た
め
の
支
援
策
を
充
実
強
化
す
る
こ
と
。

一
、
医
師
の
地
域
偏
在
を
解
消
す
る
た
め
、
医
師
不
足
地
域
へ
の
一
定
期
間
勤
務
の
義
務
付
け
や
、
地

域
枠
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど
、
地
域
医
療
の
確
保
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

一
、
医
師
の
診
療
科
偏
在
を
解
消
す
る
た
め
、
診
療
科
ご
と
の
将
来
推
計
に
基
づ
く
医
師
確
保
策
を
確

立
す
る
こ
と
。

一
、
新
専
門
医
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
若
手
医
師
、
女
性
医
師
が
地
方
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置

さ
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
な
ど
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
医
師
、
看
護
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
勤
務
環
境
の
改
善
は
も
と
よ
り
、
医
師
事
務
作
業

補
助
者
の
必
要
人
員
確
保
な
ど
の
た
め
の
財
政
措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
。

一
、
女
性
医
師
や
女
性
看
護
職
員
が
仕
事
と
出
産
・
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
院
内
保
育
所
の
整
備

や
復
職
支
援
の
充
実
な
ど
、
継
続
し
て
働
け
る
職
場
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

一
、
救
急
患
者
の
受
入
不
能
と
い
う
事
態
を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
、
救
急
医
療
機

関
の
受
入
能
力
の
拡
大
な
ど
救
急
医
療
体
制
の
確
保
及
び
強
化
を
図
る
こ
と
。

一
、
東
日
本
大
震
災
等
の
被
災
地
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
被
災

地
の
自
治
体
病
院
に
対
し
、
全
面
的
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

（
事
項
の
み
掲
載
）

森自治体病院議員連盟幹事長

古賀総務大臣政務官

病 院 協
定期総会
自
治
体
病
院
の
安
定
的
経
営

医
師
不
足
偏
在
解
消
を
要
望

挨拶する天沼会長

監査結果を報告する関藤監事

来賓挨拶する細田議連会長

決議を提案する寺田相談役

第2087号 令和元年6月15日 （2）全国市 議 会 旬 報



第
32
次
地
方
制
度
調
査
会

第
17
回
専
門
小
委
員
会
（
委

員
長
�
山
本
隆
司
東
京
大
学

教
授
）
が
5
月
31
日
、
全
国

都
市
会
館
で
開
催
さ
れ
、
山

田
一
仁
本
会
会
長
ら
地
方
六

団
体
の
各
代
表
者
が
出
席
し

た
。
当
日
は
「
人
口
減
少
が

深
刻
化
し
高
齢
者
人
口
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
2
0
4
0
年

頃
か
ら
逆
算
し
顕
在
化
す
る

諸
課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い

て
」
に
関
し
、
地
方
六
団
体

代
表
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
た
。

山
田
会
長
は
、
「
取
り
ま

と
め
に
向
け
た
検
討（
案
）」

に
対
し
、
「
2
0
4
0
年
頃

に
か
け
て
求
め
ら
れ
る
方

策
」
と
し
て
、
1
0
0
を
超

え
る
論
点
が
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
解
決
方
法

が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
指
摘
。
そ
の
上
で
、

こ
れ
ま
で
2
回
に
わ
た
る
総

会
に
お
け
る
地
方
六
団
体
か

ら
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い

る
か
不
明
な
こ
と
に
対
し
て

疑
問
を
呈
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
方
策
に
対
す

る
意
見
と
し
て
、
①
【
働
く

場
を
つ
く
る
、
人
を
育
て
る
、

技
術
を
通
じ
た
対
応
方
策
】

の
分
野
で
は
、
特
に
地
域
の

将
来
像
と
実
現
戦
略
を
構
想

し
、
総
括
し
、
調
整
す
る
能

力
に
秀
で
た
人
材
不
足
を
強

調
、
こ
の
よ
う
な
人
材
を
地

域
の
中
か
ら
生
み
出
し
、
育

て
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教

育
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
求
め

る
と
と
も
に
、
②
【
地
域
間

の
ひ
と
の
移
動
、
交
流
、
協

力
を
促
す
方
策
】
の
分
野
で

は
、
市
町
村
間
の
広
域
的
な

連
携
が
必
要
に
な
る
と
は
否

定
で
き
な
い
と
す
る
一
方
、

一
定
の
隣
接
市
町
村
の
範
囲

を
も
っ
て
一
括
り
に
し
、
画

一
的
・
固
定
的
な
「
圏
域
」

を
押
し
付
け
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
し
、
内
容

や
手
法
な
ど
は
、
市
町
村
間

の
自
主
的
な
判
断
、
決
定
に

委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

問
題
提
起
を
行
う
等
の
意
見

を
述
べ
た
。

小
委
員
会
で
は
今
後
、
六

団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
踏
ま

え
、
中
間
と
り
ま
と
め
に
向

け
て
さ
ら
に
審
議
・
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

第32次地方制度調査会第17回専門小委員会
「2040年頃にかけて求められる方策」に対する

山田会長発言要旨
「とりまとめに向けた検討について（案）」では、「2040年にか
けて求められる方策」として、100を超える論点が掲示されてい
るが、「だから、どうする、どうすべきだ」という解決手法がほ
とんど記されていない｡専門小委員会では､｢政策ごとに対象地
域は別々にとらえるべきではないか」といった、今後の政策の方
向性に示唆を与える様々な意見が出されていたが、あまり記載
されているようには見えない。地方六団体からも、これまで2回
の総会で意見表明したが､どこに反映されているのかよく分か
らない。私からも「今後、広域的な市町村連携や都道府県の補完
が求められるとしても、どんな事業分野で広域連携することが
必要か、歯を喰いしばっても地域に寄り添い、市町村に残さなけ
ればならない分野は何か､その仕分けが先決」といった趣旨の発
言を申し上げたはず。
例えば､小中学校の統廃合の問題では､広域圏の拠点都市が主
導する広域サービスシステムに簡単に回収して､了とできる単
純な問題ではない｡効率性だけでなく、学校は地域コミュニテイ
ーの拠点であることも忘れてはいけない。
委員の意見も含め賛否両論あるとしても､なぜ､こうした政策の
方向性を示す指摘が抜け落ち、誰からも異論の出ないまとめ方
になってしまうのか。異論あれば、両論併記すればよいではない
か｡公正な進め方に些かの疑念を覚える。
⑴「働く場をつくる､ひとを育てる､技術を通じた対応」について
〇 東京一極集中是正のため、全国各地に政令市や中核市を拠
点に周辺地域から形成される経済的な自立圏域をつくる、そ
うした取組みは、人口流出防止の観点からも、相応の意義があ
ると考える。そのためには、産業経済政策に加え、生活文化・
自然環境など各般にわたる総合的な取組みが必要。また、その
前提として、▽交通ネットワークの形成はじめ快適な生活環
境に必要な社会基盤の整備▽魅力あるまちづくりを広域的に
進めるために必要な土地利用制度の再構築が必要だと考える。
〇 ただし、全ての政令市・中核市が、自立する広域的経済都市
圏を形成できるか疑問がある。各都市圏の実情により、都道府
県も参画する、より広域の連携が必要な場合もあり得ること
を念頭におくべき。
〇 同時に､拠点都市に人口吸収される可能性の高い周辺地域

への目配りも不可欠。周辺地域の中小市町村は、集落など地域
に寄り添い、公・民一体となって地域内資源の循環を目指し
た手づくりの地域づくり、産業づくりに取り組んでいる。
しかし､地域の将来像と実現戦略を構想し､統括し､調整す

る能力に秀でた人材に不足しているのが現実｡公民問わず､こ
のような人材を地域の中から生み出し､育てる教育プログラ
ムや教育システムの充実を図ってほしい｡また､戦略推進に必
要な専門職（土木技術者､医療福祉関係者､中小零細企業にア
ドバイスできる民間技術者・専門家など）も不足｡その養成
対策や､人材を自治体間で広域的に融通し合えるシステムの
整備についても､政府の支援を期待したい。
⑵「地域間のひとの移動、交流、協力を促す」について
〇 いわゆるフルセット主義が維持できなくなり、市町村間の
広域的な連携が必要になることは否定できないが、行政分野
ごとに好ましい地域の範囲は様々であり、一定の隣接市町村
の範囲をもって一括りにし、画一的・固定的な「圏域」を押し付
けることがあってはならない。また、内容や手法などは、市町
村間の自主的な判断、決定に委ねるべき。一方、連携中枢都市
圏や定住自立圏といった広域圏に参画できていない市町村も
存在している。こうした白地地域に対する配慮も必要ではな
いか。
〇 なお、「連携協約制度」について、疑問を呈しておきたい。連
携協約は本来1対1の関係を規定する制度。自治法逐条解説
には、連携中枢都市圏や、定住自立圏など広域連携に当然に適
用可能であるかの如く、説明されているが、納得できない。政
令市や中核市を中心に周辺市町村との間に「放射状」の連携関
係が形成されるだけでは、周辺市町村はそれぞれバラバラで、
相互の強固なつながりが断ち切られている。これでは、中心市
による周辺地域の「隠れ吸収合併」である。構成市町村で広域
的な圏域をつくる以上、全ての市町村が対等に参画、互いに役
割分担する、「網目状」の連携関係を形成することが必要。
⑶「インフラ関係、農地・森林の管理」について
〇 様々な論点が挙げられているが、その土台として、市町村の
区域内はもとより区域を超えた広域圏域でも、様々な土地利
用問題に直面している事実である。具体的には、管理不十分な
土地の増大、災害に脆弱な土地の利用制限、良好な景観の喪失、
といった問題である。市域を超えて問題となる場合は、自治体
間調整の問題が加わることになる。これらの問題は、現在、関
係府省で個別・縦割りで対応されているだけ。政府全体で土
地問題をトータルに議論、自治体に明確な指針を示してやら
なければ、現場の市町村だけでは手に余る面も多い。

第17回専門小委員会の模様

画画
一一
的的
なな「「
圏圏
域域
」」

押押
しし
付付
けけ
にに
反反
対対

地地
制制
調調
専専
門門
委委
でで
山山
田田
会会
長長

発言する山田会長

（3） 令和元年6月15日 第2087号全国市 議 会 旬 報
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関
東
市
議
会
議
長
会板橋関東議長会会長

（横須賀市）

中
国
市
議
会
議
長
会

九
州
市
議
会
議
長
会

関
東
市
議
会
議
長
会
は
、

5
月
29
日
、
調
布
市
で
定
期

総
会
を
開
催
。
新
会
長
に
は
、

板
橋
衛
・
横
須
賀
市
議
会
議

長
を
選
任
し
た
。

都
県
提
出
議
案

①
発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る

（
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
）
の
子
ど

も
へ
の
支
援
の
拡
充
（
埼
玉

県
）
②
小
学
校
外
国
語
教
育

の
整
備
及
び
充
実
の
た
め
の

講
師
配
置
（
千
葉
県
）
③
広

域
道
路
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
推

進
（
栃
木
県
）
④
衆
議
院
小

選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区

の
区
割
り
の
再
考（
東
京
都
）

中
国
市
議
会
議
長
会
は
、

5
月
29
日
に
定
期
総
会
を
開

催
。
新
会
長
に
は
、
会
則
に

基
づ
き
、
後
日
決
定
さ
れ
る

防
府
市
議
会
議
長
を
選
任
す

る
と
し
た
。
6
月
10
日
、
河

杉
憲
二
・
防
府
市
議
会
議
長

が
選
出
さ
れ
、
中
国
議
長
会

会
長
に
就
任
し
た
。

支
部
提
出
議
案

①
妊
婦
が
安
心
で
き
る
医
療

提
供
体
制
の
充
実
と
健
康
管

理
の
推
進
②
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
5
・
0
時
代
に
向
け
た

学
校
教
育
環
境
の
整
備
を
求

め
る
こ
と
③
認
知
症
施
策
の

推
進
を
求
め
る
こ
と
（
以
上
、

広
島
県
）
④
高
速
道
路
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
等

⑤
山
陰
へ
の
高
速
鉄
道
の
実

現
⑥
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
の
新
設（
以
上
、
島
根
県
）

⑦
山
陰
へ
の
新
幹
線
整
備
⑧

公
共
施
設
除
却
費
用
に
関
す

る
財
政
支
援
⑨
医
療
的
ケ
ア

児
の
保
育
所
等
入
所
に
係
る

支
援
の
拡
充
（
以
上
、
鳥
取

県
）
⑩
平
成
30
年
7
月
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
⑪

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
に
係

る
国
庫
交
付
金
の
見
直
し
⑫

大
規
模
な
太
陽
光
発
電
事
業

に
関
わ
る
法
整
備
等（
以
上
、

岡
山
県
）⑬
小
・
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
伴
う
財
政

支
援
の
拡
充
⑭
観
光
振
興
・

地
域
振
興
に
係
る
受
入
体
制

環
境
整
備
へ
の
規
制
緩
和
及

び
財
政
措
置
の
充
実
⑮
地
域

医
療
を
守
る
た
め
の
医
師
確

保
対
策（
以
上
、
山
口
県
）

九
州
市
議
会
議
長
会
は
、

5
月
30
日
に
定
期
総
会
を
開

催
。
新
会
長
に
は
、
会
則
に

基
づ
き
、
阿
部
真
之
助
・
福

岡
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

支
部
提
出
議
案

①
教
職
員
定
数
等
の
充
実
改

善
②
国
民
健
康
保
険
財
政
の

安
定
化
の
た
め
の
財
政
措
置

等
③
自
転
車
の
安
全
利
用
に

関
す
る
対
策
強
化
と
事
故
が

発
生
し
た
場
合
の
被
害
者
の

補
償
を
目
的
と
し
た
制
度
の

創
設（
以
上
、
福
岡
県
）④
下

水
道
施
設
の
改
築
に
対
す
る

国
費
支
援
の
継
続
⑤
幹
線
道

路
網
の
整
備
促
進
⑥
地
域
公

共
交
通
の
確
保
・
維
持
に
係

る
財
政
支
援
の
拡
充（
以
上
、

佐
賀
県
）⑦
都
市
財
政
の
充

実
強
化
⑧
西
九
州
地
域
の
交

通
網
の
整
備
促
進
⑨
離
島
振

興（
以
上
、
長
崎
県
）⑩
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
係
る
財

政
支
援
⑪
中
九
州
地
域
の
交

通
網
の
整
備
促
進（
以
上
、熊

本
県
）⑫
東
九
州
地
域
の
広

域
交
通
網
の
整
備
促
進
⑬
豪

雨
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
等

及
び
災
害
復
旧
事
業
の
財
政

措
置（
以
上
、
大
分
県
）⑭
地

域
医
療
の
充
実
強
化
並
び
に

自
治
体
病
院
の
医
師
確
保
対

策
及
び
財
政
支
援
措
置
⑮
農

林
水
産
業
の
振
興
⑯
宮
崎
県

の
高
速
道
路
等
交
通
網
の
早

期
整
備（
以
上
、
宮
崎
県
）⑰

地
域
医
療
の
確
保
⑱
農
林
漁

業
の
振
興
対
策
⑲
南
九
州
地

域
の
交
通
網
の
整
備
促
進

（
以
上
、
鹿
児
島
県
）⑳
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定

及
び
在
沖
米
軍
基
地
の
負
担

軽
減
㉑
鉄
軌
道
を
含
む
新
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導

入（
以
上
、
沖
縄
県
）

▽
尾
花
沢
市
（
山
形
県
）

〒
9
9
9
―
4
2
9
2

尾
花
沢
市
若
葉
町
1
―
2
―

3電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

九州議長会総会の模様
【写真提供＝福岡市】

阿部九州議長会会長
（福岡市）

関 東
中 国
九 州

地
方
部
会
定
期
総
会
が
開
催

中国議長会総会の模様
【写真提供＝防府市】

関東議長会総会の模様
【写真提供＝調布市】

尾花沢市役所新庁舎
【写真提供＝尾花沢市】

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

河杉中国議長会会長
（防府市）
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本
会
事
務
局
（
全
国
都
市

会
館
）
に
隣
接
す
る
日
本
都

市
セ
ン
タ
ー
会
館
（
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
）
に
日
本
で

唯
一
の
防
災
・
災
害
に
関
す

る
専
門
図
書
館
が
あ
る
。「
防

災
専
門
図
書
館
」
だ
。
母
体

は
公
益
社
団
法
人
全
国
市
有

物
件
災
害
共
済
会
で
、
相
互

救
済
事
業
を
柱
と
し
て
防
災

の
普
及
啓
発
や
調
査
研
究
も

行
っ
て
お
り
、
関
連
資
料
の

活
用
の
た
め
、
昭
和
31
年
に

開
設
さ
れ
た
。
司
書
で
史
学

博
士
で
も
あ
る
、
防
災
・
災

害
情
報
の
水
先
案
内
人
と
も

い
う
べ
き
矢
野
陽
子
さ
ん
に

話
を
聞
い
た
。

防
災
専
門
図
書
館
は
地
震

や
台
風
な
ど
自
然
災
害
に
限

ら
ず
、
火
災
や
事
故
、
公
害

な
ど
災
害
全
般
の
資
料
を
集

め
て
お
り
、
蔵
書
は
約
16
万

冊
に
及
ぶ
。
蔵
書
は
公
開
さ

れ
て
い
な
い
閉
架
式
で
、
求

め
る
資
料
を
取
り
出
し
て
も

ら
い
閲
覧
す
る
。
「
質
問
な

ど
は
メ
ー
ル
で
の
回
答
も
可

能
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

蔵
書
検
索
も
で
き
ま
す
が
、

実
際
に
ご
相
談
い
た
だ
く
こ

と
で
、
よ
り
具
体
的
な
情
報

を
提
供
で
き
ま
す
」

膨
大
な
蔵
書
の
た
め
、
検

索
し
や
す
さ
が
重
要
。
そ
の

た
め
目
次
や
キ
ー
ワ
ー
ド
、

同
義
語
な
ど
の
登
録
に
細
心

の
注
意
を
払
う
。
「
蔵
書
の

7
割
が
寄
贈
い
た
だ
い
た
本

で
、
手
紙
で
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
」
と
い
う
。

ほ
か
の
図
書
館
で
は
、
災

害
で
の
被
害
を
主
と
し
た
蔵

書
に
対
し
、
被
災
者
の
ケ
ア

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
支
援
な

ど
災
害
を
多
面
的
に
と
ら
え

て
い
る
の
が
本
図
書
館
の
特

徴
。
足
尾
鉱
毒
関
係
や
環
境

問
題
、
地
震
・
水
害
の
災
害

廃
棄
物
な
ど
の
公
害
資
料
も

多
く
、
最
近
問
題
と
な
っ
て

い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問

題
の
資
料
も
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
関
係
は
約

4
0
0
0
冊
。
仙
台
市
や
郡

山
市
な
ど
被
災
地
の
市
議
会

か
ら
の
提
供
資
料
も
あ
る
。

「
出
版
情
報
を
把
握
で
き
な

い
冊
子
も
多
々
あ
る
た
め
、

特
に
地
元

で
作
成
さ

れ
た
冊
子

を
ぜ
ひ
寄

贈
い
た
だ

き
た
い
」

と
協
力
を

求
め
て
い

る
。平

成
26

年
か
ら
年

1
〜
2
回
、
企
画
展
を
開
催
。

昨
年
は
昭
和
23
年
の
福
井
地

震
か
ら
70
年
目
の
展
示
を
行

っ
た
。
現
在
は
8
月
9
日
ま

で
「
平
成
の
災
害
史
」
展
を

開
催
中
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事

故
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
災

害
が
多
か
っ
た
30
年
を
振
り

返
る
。
な
お
、
6
月
の
1
カ

月
間
は
、
朝
日
新
聞
社
か
ら

災
害
報
道
写
真
70
枚
を
借
り

て
、
特
別
展
示
を
行
っ
て
い

る
。
「
資
料
と
写
真
が
一
堂

に
会
し
て
見
ら
れ
る
、
ま
た

と
な
い
機
会
」
と
な
る
。
ま

た
、
9
月
か
ら
は
、
昭
和
34

年
に
東
海
地
方
を
中
心
に
被

害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台

風
か
ら
60
年

の
企
画
展
を

予
定
し
て
い

る
。「

過
去
の

災
害
は
人
々

の
記
憶
か
ら

薄
れ
て
い
る
。

辛
か
っ
た
こ

と
は
忘
れ
た

い
と
い
う
心

は
誰
に
も
あ
る
が
、
必
ず
ま

た
災
害
は
来
る
と
い
う
こ
と

を
伝
え
た
い
」
。
東
京
で
は

近
年
、
大
水
害
は
発
生
し
て

い
な
い
が
、
そ
れ
は
幸
運
な

だ
け
で
、
い
つ
襲
来
し
て
も

お
か
し
く
な
い
。
「
過
去
の

災
害
を
見
る
こ
と
で
、
今
の

自
分
に
置
き
か
え
て
も
ら
え

れ
ば
。
過
去
の
災
害
を
紹
介

し
つ
つ
、
今
の
災
害
の
危
険

性
を
伝
え
る
企
画
展
に
し
た

い
」
と
、
展
示
を
見
て
怖
い

と
感
じ
て
く
れ
れ
ば
実
際
に

備
え
を
し
て
も
ら
え
る
の
で

は
と
考
え
る
。

被
災
者
か
ら
、
自
分
の
住

ん
で
い
た
場
所
で
は
今
ま
で

大
き
な
地
震
に
遭
っ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
と
聞
く
こ
と
も

あ
る
。
そ
れ
を
統
計
で
確
認

で
き
る
よ
う
、
現
在
、
都
道

府
県
別
の
震
度
5
以
上
の
記

録
を
展
示
し
て
い
る
。
「
注

意
し
て
ほ
し
い
の
は
、
記
録

が
少
な
い
地
域
で
も
地
震
は

発
生
し
て
お
り
、
少
な
い
か

ら
起
き
な
い
の
で
は
な
い
、

少
な
い
イ
コ
ー
ル
安
心
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
」
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
に
も
防
災
・
災

害
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
防
災
教
育
関
係
の
資

料
も
揃
え
て
い
る
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
「
防
災
い

ろ
は
か
る
た
」
も
作
成
し
て

こ
と
わ
ざ

お
り
、
諺
を
も
じ
っ
た
読
み

札
と
絵
柄
で
、
防
災
を
楽
し

ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

専
門
書
が
多
い
が
、
一
般

の
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
案

内
を
心
掛
け
て
い
る
。
「
で

き
れ
ば
実
際
に
来
館
い
た
だ

き
、
見
て
会
話
す
る
こ
と
で
、

適
切
な
情
報
が
発
見
で
き
る

は
ず
」
。
自
治
体
の
防
災
担

当
者
か
ら
相
談
を
受
け
、
話

の
最
中
に
地
元
に
即
し
た
資

【
6
面
へ
続
く
】

東日本大震災関連の書架

蔵蔵書書1166万万冊冊

企企画画展展 平平成成のの災災害害史史 開開催催中中
防防災災専専門門図図書書館館

「平成の災害史」展示の前に立つ矢野さん
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【
5
面
か
ら
続
く
】

料
が
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
。
「
ま
ず
は
ご
相
談
い

た
だ
き
た
い
。
万
が
一
、
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
地
元

で
は
情
報
が
少
な
い
た
め
、

他
の
地
域
の
例
を
参
考
に
す

る
こ
と
も
多
い
と
思
う
。
そ

の
際
な
ど
に
も
問
い
合
わ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
本
図
書
館

の
情
報
を
速
や
か
に
提
供
で

き
る
」
と
、
幅
広
い
利
用
を

呼
び
掛
け
る
。
以
前
行
っ
た

企
画
展
で
は
、
被
災
し
た
自

治
体
の
先
輩
職
員
が
後
輩
職

員
に
、
写
真
や
地
図
を
見
な

が
ら
苦
労
話
を
す
る
光
景
も

見
ら
れ
た
そ
う
だ
。

同
館
で
は

地
震
が
多
発

し
た
江
戸
時

代
の
安
政
年

間
（
1
8
5

4
〜
1
8
6

0
）
に
発
行

さ
れ
た
『
大

地
震
暦
年

考
』
や
当
時

の
か
わ
ら
版

な
ど
貴
重
な

資
料
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
か
わ
ら
版
は
1
5
0
年

以
上
も
昔
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど

色
鮮
や
か
で
紙
質
も
し
っ
か

り
し
て
お
り
、
一
見
の
価
値

あ
り
だ
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
し

て
い
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
か
ら
見
る
こ
と
も
で
き

る
。
閲
覧
室
に
は
災
害
の
展

示
の
ほ
か
、
「
1
0
0
均
で

買
え
る
防
災
グ
ッ
ズ
」や「
カ

ッ
プ
麺
を
水
で
食
べ
た
ら
」

な
ど
見
て
楽
し
め
る
コ
ー
ナ

ー
も
あ
る
。
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
は
本
会
の
会
議
で
使

わ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、

そ
の
際
に
は
ぜ
ひ
訪
問
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

都
市
セ
ン
タ

ー
ホ
テ
ル
が
今

年
、
開
業
60
周

年
を
迎
え
た
。

全
国
の
市
長
や

市
議
の
方
た
ち

の
東
京
で
の
政

治
、
行
政
活
動

の
拠
点
と
し
て

昭
和
34
年
に
オ

ー
プ
ン
。
森
村
誠
一
さ
ん
が

開
業
か
ら
6
年
間
フ
ロ
ン
ト

マ
ン
と
し
て
勤
務
し
た
ほ
か
、

向
田
邦
子
さ
ん
が
生
前
、
執

筆
作
業
で
定
宿
に
す
る
な
ど
、

小
説
家
ゆ
か
り
の
ホ
テ
ル
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。

昭
和
39
年
の
東
京
五
輪
の

前
ま
で
宿
泊
施
設
と
い
え
ば

旅
館
が
主
流
。
東
京
に
は
ホ

テ
ル
が
ま
だ
数
え
る
ほ

ど
し
か
な
く
、
外
国
人

が
フ
ロ
ン
ト
に
来
る
と
、

も
っ
ぱ
ら
英
語
が
堪
能

な
森
村
さ
ん
が
応
対
し

た
と
い
う
。
小
説
家
転

向
後
の
出
世
作
の
ミ
ス
テ
リ

ー
「
高
層
の
死
角
」
は
ホ
テ

ル
が
舞
台
。
森
村
さ
ん
は
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
Ｏ
Ｂ
会

に
顔
を
見
せ
た
こ
と
が
あ
り
、

「
ホ
テ
ル
で
人
間
観
察
で
き

た
こ
と
が
自
分
の
小
説
の
源

泉
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
た
そ
う

だ
。向

田
さ
ん
は
女
性
雑
誌
の

「
著
名
人
が
愛
し
た
ホ
テ
ル
」

の
特
集
記
事
で
、
「
私
が
愛

し
た
の
は
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

半
生
を
描
い
た
ド
ラ
マ
に
も

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
の

執
筆
場
面
が
セ
ッ
ト
で
出
て

き
た
と
い
う
。

全
国
市
有
物
件
災
害
共
済

会
か
ら
ホ
テ
ル
事
業
を
受
託

し
て
い
る
の
は
株
式
会
社
東

京
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
。
開
業

当
初
、
6
階
建
て
55
室
だ
っ

た
の
が
、
20
年
前
の
建
て
替

え
で
22
階
建
て
の
高
層
ビ
ル

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
客
室
は

14
階
か
ら
22
階
の
3
2
7
室

に
。
政
治
の
中
心
地
で
あ
り
、

都
心
で
あ
り
な
が
ら
静
か
な

環
境
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
人

気
だ
。

本会ホームページに議員専用ページを開設
しました。本会情報として本会主催の会議・
講演資料を掲載するほか、全国市議会議員互
助会情報として互助会の保険に関する事業の
案内、健康・防災に関する映像セミナー（動
画）などを載せています。ぜひ、ご利用くだ
さい。
令和元年版映像セミナーは「災害時の議員
活動と日常の健康づくり」（28分）。講師は、
跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授
の鍵屋一氏。男鹿市出身で、板橋区役所で防
災課長、福祉事務所長、福祉部長、危機管理
担当部長、議会事務局長などを歴任した健康
・福祉、防災・危機管理のプロです。秋田弁
を交えながら、「講義編」（18分）で災害時の
議員活動について話しているほか、「実践編」
（6分）として災害時に避難所でも役立つ日
常の健康づくりの体操を紹介。「おわりに」（4
分）で「人を健康で幸せにするのは良い人間
関係に尽きる」と結んでいます。
議員専用ページの閲覧には、ログインＩＤ
及びパスワードが必要です。詳しくは、議員
専用ページ開設案内のリーフレット（5月10
日付にて各市議会事務局へ送付）をご覧くだ
さい。

都都市市セセンンタターーホホテテルル
開開業業6600周周年年健康・防災の映像セミナー掲載中

議員専用ページ開設

安政江戸地震（1855年）の後に描か
れたかわら版。地震が起きないよう人
々が要石に願っている。

【提供＝防災専門図書館】

本会
ＨＰ
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※
年
表
記
が
な
い
も
の
は
平
成

31
年
、
令
和
元
年

▼
議
長

▽
庄
原
宇
江
田
豊
彦（
4
・
26
）

▽
さ
い
た
ま渋

谷
佳
孝（
5
・
7
）

▽
砂
川
水
島
美
喜
子（
5
・
8
）

▽
野
々
市
中
村
義
彦（
5
・
8
）

▽
多
治
見
嶋
内
九
一（
5
・
8
）

▽
土
岐

山
田
正
和（
5
・
8
）

▽
出
雲

川
上
幸
博（
5
・
8
）

▽
宿
毛
野
々
下
昌
文（
5
・
8
）

▽
朝
倉

堀
尾
俊
浩（
5
・
8
）

▽
鹿
島

⻆
田
一
美（
5
・
8
）

▽
杵
築

渡
邉
雄
爾（
5
・
8
）

▽
釧
路

松
永
征
明（
5
・
9
）

▽
北
斗

中
井
光
幸（
5
・
9
）

▽
大
和

平
田
純
治（
5
・
9
）

▽
清
須

久
野

茂（
5
・
9
）

▽
大
垣
日
比
野
芳
幸（
5
・
9
）

▽
関

村
山
景
一（
5
・
9
）

▽
伊
予

田
中
裕
昭（
5
・
9
）

▽
垂
水

篠
原
靜
則（
5
・
9
）

▽
室
蘭

小
田
中
稔（
5
・
10
）

▽
東
松
島
大
橋
博
之（
5
・
10
）

▽
小
松

出
戸
清
克（
5
・
10
）

▽
行
方

岡
田
晴
雄（
5
・
10
）

▽
熊
谷

野
澤
久
夫（
5
・
10
）

▽
岩
倉

梅
村

均（
5
・
10
）

▽
高
山

橋
本
正
彦（
5
・
10
）

▽
福
知
山
芦
田
眞
弘（
5
・
10
）

▽
小
野

川
名
善
三（
5
・
10
）

▽
松
江

森
脇
幸
好（
5
・
10
）

▽
竹
田

佐
田
啓
二（
5
・
10
）

▽
阿
久
根
野
畑

直（
5
・
10
）

▽
佐
久

神
津

正（
5
・
13
）

▽
東
松
山
福
田
武
彦（
5
・
13
）

▽
下
田

小
泉
孝
敬（
5
・
13
）

▽
豊
川

松
下
広
和（
5
・
13
）

▽
安
城

二
村

守（
5
・
13
）

▽
常
滑

加
藤
久
豊（
5
・
13
）

▽
犬
山

中
村
貴
文（
5
・
13
）

▽
大
府

山
本
正
和（
5
・
13
）

▽
山
県

𠮷
田
茂
広（
5
・
13
）

▽
橋
本
圡
井
裕
美
子（
5
・
13
）

▽
東
広
島
乗
越
耕
司（
5
・
13
）

▽
高
知

田
鍋

剛（
5
・
13
）

▽
田
川

北
山
隆
之（
5
・
13
）

▽
八
女

角
田
恵
一（
5
・
13
）

▽
長
崎

佐
藤
正
洋（
5
・
13
）

▽
中
津

山
影
智
一（
5
・
13
）

▽
枕
崎

中
原
重
信（
5
・
13
）

▽
夕
張

小
林
尚
文（
5
・
14
）

▽
稚
内

岡
本
雄
輔（
5
・
14
）

▽
芦
別

田
森
良
隆（
5
・
14
）

▽
赤
平

若
山
武
信（
5
・
14
）

▽
名
寄

東

千
春（
5
・
14
）

▽
富
良
野
黒
岩
岳
雄（
5
・
14
）

▽
十
日
町
鈴
木
一
郎（
5
・
14
）

▽
飯
田

湯
澤
啓
次（
5
・
14
）

▽
諏
訪

伊
藤
浩
平（
5
・
14
）

▽
羽
村

橋
本
弘
山（
5
・
14
）

▽
藤
沢

加
藤

一（
5
・
14
）

▽
茅
ヶ
崎
水
島
誠
司（
5
・
14
）

▽
龍
ケ
崎
鴻
巣
義
則（
5
・
14
）

▽
沼
田

野
村
洋
一（
5
・
14
）

▽
み
ど
り
大
澤
映
男（
5
・
14
）

▽
狭
山

加
賀
谷
勉（
5
・
14
）

▽
鴻
巣

金
子
雄
一（
5
・
14
）

▽
鶴
ヶ
島
近
藤
英
基（
5
・
14
）

▽
日
高

山
田
一
繁（
5
・
14
）

▽
白
岡
井
上
日
出
巳（
5
・
14
）

▽
木
更
津
近
藤

忍（
5
・
14
）

▽
掛
川

大
石

勇（
5
・
14
）

▽
名
古
屋丹

羽
ひ
ろ
し（
5
・
14
）

▽
瀬
戸

長
江
秀
幸（
5
・
14
）

▽
半
田

石
川
英
之（
5
・
14
）

▽
津
島

本
田
雅
英（
5
・
14
）

▽
蒲
郡

伊
藤
勝
美（
5
・
14
）

▽
羽
島

星
野

明（
5
・
14
）

▽
美
濃

古
田

豊（
5
・
14
）

▽
泉
大
津
池
辺
貢
三（
5
・
14
）

▽
大
東

寺
坂
修
一（
5
・
14
）

▽
大
和
郡
山乾

充
徳（
5
・
14
）

▽
津
山

岡
安
謙
典（
5
・
14
）

▽
善
通
寺
寿
賀
崎
久（
5
・
14
）

▽
東
か
が
わ橋

本

守（
5
・
14
）

▽
久
留
米
永
田
一
伸（
5
・
14
）

▽
砺
波

島
崎
清
孝（
5
・
15
）

▽
金
沢

松
村
理
治（
5
・
15
）

▽
青
梅

久
保
富
弘（
5
・
15
）

▽
稲
城

渡
辺

力（
5
・
15
）

▽
綾
瀬

松
澤
堅
二（
5
・
15
）

▽
石
岡

池
田
正
文（
5
・
15
）

▽
牛
久

石
原
幸
雄（
5
・
15
）

▽
鹿
嶋

篠
塚
洋
三（
5
・
15
）

▽
真
岡

星
野

守（
5
・
15
）

▽
那
須
塩
原吉

成
伸
一（
5
・
15
）

▽
太
田

久
保
田
俊（
5
・
15
）

▽
羽
生

島
村

勉（
5
・
15
）

▽
千
葉

岩
井
雅
夫（
5
・
15
）

▽
銚
子

岩
井
文
男（
5
・
15
）

▽
市
川

中
山
幸
紀（
5
・
15
）

▽
館
山

石
井
信
重（
5
・
15
）

▽
成
田

秋
山

忍（
5
・
15
）

▽
三
島

大
房
正
治（
5
・
15
）

▽
豊
橋

豊
田
一
雄（
5
・
15
）

▽
豊
田

杉
浦
弘
髙（
5
・
15
）

▽
豊
明

三
浦
桂
司（
5
・
15
）

▽
北
名
古
屋永

津
正
和（
5
・
15
）

▽
鈴
鹿

森
喜
代
造（
5
・
15
）

▽
鳥
羽

木
下
順
一（
5
・
15
）

▽
中
津
川
勝

彰（
5
・
15
）

▽
大
阪
狭
山�岡

由
利
子（
5
・
15
）

▽
明
石

大
西
洋
紀（
5
・
15
）

▽
宝
塚

中
野

正（
5
・
15
）

▽
大
和
高
田萬

津
力
則（
5
・
15
）

▽
桜
井

藤
井
孝
博（
5
・
15
）

▽
小
松
島
前
川
英
貴（
5
・
15
）

▽
新
居
浜
伊
藤
謙
司（
5
・
15
）

▽
西
予

菊
池
純
一（
5
・
15
）

▽
春
日

松
尾
德
晴（
5
・
15
）

▽
旭
川

安
田
佳
正（
5
・
16
）

▽
帯
広

有
城
正
憲（
5
・
16
）

▽
岩
見
沢
篠
原
藤
雄（
5
・
16
）

▽
網
走

井
戸
達
也（
5
・
16
）

▽
国
立

石
井
伸
之（
5
・
16
）

▽
福
生

清
水
義
朋（
5
・
16
）

▽
清
瀬
渋
谷
け
い
し（
5
・
16
）

▽
東
久
留
米富

田
竜
馬（
5
・
16
）

▽
台
東

石
塚

猛（
5
・
16
）

▽
伊
勢
原
舘

大
樹（
5
・
16
）

▽
南
足
柄保

田
建
一
郎（
5
・
16
）

▽
結
城

大
木
作
次（
5
・
16
）

▽
足
利

柳
収
一
郎（
5
・
16
）

▽
川
越
三
上
喜
久
蔵（
5
・
16
）

▽
行
田

香
川
宏
行（
5
・
16
）

▽
佐
倉

石
渡
康
郎（
5
・
16
）

▽
白
井
長
谷
川
則
夫（
5
・
16
）

▽
高
石
久
保
田
和
典（
5
・
16
）

▽
京
都

山
本
恵
一（
5
・
16
）

▽
た
つ
の
楠

明
廣（
5
・
16
）

▽
直
方

中
西
省
三（
5
・
16
）

▽
嘉
麻

廣
方

悟（
5
・
16
）

▽
大
村

伊
川
京
子（
5
・
16
）

▽
別
府

萩
野
忠
好（
5
・
16
）

▽
日
田

石
橋
邦
彦（
5
・
16
）

▽
津
久
見
髙
野

至（
5
・
16
）

▽
江
別

角
田

一（
5
・
17
）

▽
伊
達（
北
海
道
）

小
久
保
重
孝（
5
・
17
）

▽
米
沢

鳥
海
隆
太（
5
・
17
）

▽
新
庄

下
山
准
一（
5
・
17
）

▽
寒
河
江
柏
倉
信
一（
5
・
17
）

▽
長
井

平

進
介（
5
・
17
）

▽
狛
江

石
井

功（
5
・
17
）

▽
世
田
谷和田

ひ
で
と
し（
5
・
17
）

▽
小
田
原奥

山
孝
二
郎（
5
・
17
）

▽
日
立

茅
根
茂
彦（
5
・
17
）

▽
矢
板

石
井
侑
男（
5
・
17
）

▽
安
中

今
井
敏
博（
5
・
17
）

▽
川
口

前
原
博
孝（
5
・
17
）

▽
浦
安

宝

新（
5
・
17
）

▽
印
西

板
橋

睦（
5
・
17
）

▽
山
武

大
川
義
男（
5
・
17
）

▽
富
士
宮
諸
星
孝
子（
5
・
17
）

▽
湖
西

加
藤
弘
己（
5
・
17
）

▽
一
宮

太
田
文
人（
5
・
17
）

▽
春
日
井長

谷
川
達
也（
5
・
17
）

▽
江
南

稲
山
明
敏（
5
・
17
）

▽
尾
張
旭若

杉
た
か
し（
5
・
17
）

▽
み
よ
し
藤
川
仁
司（
5
・
17
）

▽
あ
ま

後
藤
幸
正（
5
・
17
）

▽
長
久
手
加
藤
和
男（
5
・
17
）

▽
堺

三
宅
達
也（
5
・
17
）

▽
岸
和
田
米
田
貴
志（
5
・
17
）

▽
八
尾

越
智
妙
子（
5
・
17
）

▽
大
津

近
藤
眞
弘（
5
・
17
）

▽
近
江
八
幡北

川
誠
次（
5
・
17
）

▽
姫
路

阿
山
正
人（
5
・
17
）

▽
徳
島

武
知
浩
之（
5
・
17
）

▽
高
松
小
比
賀
勝
博（
5
・
17
）

▽
坂
出

村
井
孝
彦（
5
・
17
）

▽
日
南

濱
中
武
紀（
5
・
17
）

▽
苫
小
牧
金
澤

俊（
5
・
20
）

▽
八
戸
壬
生
八
十
博（
5
・
20
）

▽
大
館

小
畑

淳（
5
・
20
）

▽
松
本

村
上
幸
雄（
5
・
20
）

▽
岡
谷

渡
辺
太
郎（
5
・
20
）

▽
昭
島
大
島
ひ
ろ
し（
5
・
20
）

▽
小
平

磯
山

亮（
5
・
20
）

▽
杉
並
井
口
か
づ
子（
5
・
20
）

▽
川
崎

山
崎
直
史（
5
・
20
）

▽
古
河

園
部
増
治（
5
・
20
）

▽
深
谷

清
水
健
一（
5
・
20
）

▽
北
本

滝
瀬
光
一（
5
・
20
）

▽
勝
浦

黒
川
民
雄（
5
・
20
）

▼
副
議
長

▽
藤
沢

有
賀
正
義（
4
・
14
）

▽
下
呂

今
井
政
良（
4
・
26
）

▽
庄
原

谷
口
隆
明（
4
・
26
）

▽
多
久

中
島
慶
子（
4
・
30
）

▽
さ
い
た
ま高

柳
俊
哉（
5
・
7
）

▽
砂
川

増
山
裕
司（
5
・
8
）

▽
野
々
市
安
原

透（
5
・
8
）

▽
多
治
見
若
尾
敏
之（
5
・
8
）

▽
土
岐

水
野
哲
男（
5
・
8
）

▽
出
雲

萬
代
輝
正（
5
・
8
）

▽
宿
毛
川
村
三
千
代（
5
・
8
）

▽
朝
倉

鹿
毛
哲
也（
5
・
8
）

▽
鹿
島

松
田
義
太（
5
・
8
）

▽
佐
伯
御
手
洗
秀
光（
5
・
8
）

▽
杵
築

田
中
正
治（
5
・
8
）

▽
釧
路

松
橋
尚
文（
5
・
9
）

▽
北
斗

白
戸
昭
司（
5
・
9
）

▽
大
和

赤
嶺
太
一（
5
・
9
）

▽
清
須

高
橋
哲
生（
5
・
9
）

▽
大
垣
粥
川
加
奈
子（
5
・
9
）

▽
関

松
田
文
男（
5
・
9
）

▽
御
所

南

満（
5
・
9
）

▽
長
門

大
草
博
輝（
5
・
9
）

▽
伊
予

大
野
鎮
司（
5
・
9
）

▽
垂
水

堀
内
貴
志（
5
・
9
）

▽
室
蘭

柏
木
隆
寿（
5
・
10
）

▽
東
松
島
小
野
惠
章（
5
・
10
）

▽
小
松

新
田
寛
之（
5
・
10
）

▽
行
方

大
原
功
坪（
5
・
10
）

▽
熊
谷

小
鮒
賢
二（
5
・
10
）

▽
岩
倉

関
戸
郁
文（
5
・
10
）

▽
高
山

渡
邊
甚
一（
5
・
10
）

▽
福
知
山
髙
橋
正
樹（
5
・
10
）

▽
小
野

久
後
淳
司（
5
・
10
）

【
8
面
へ
続
く
】
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【
7
面
か
ら
続
く
】

▽
松
江

野
津
照
雄（
5
・
10
）

▽
阿
久
根仮

屋
園
一
徳（
5
・
10
）

▽
珠
洲

濱
田
隆
伸（
5
・
13
）

▽
佐
久

市
川
稔
宣（
5
・
13
）

▽
東
松
山
大
内
一
郎（
5
・
13
）

▽
下
田

橋
本
智
洋（
5
・
13
）

▽
豊
川

早
川
喬
俊（
5
・
13
）

▽
安
城

杉
山

朗（
5
・
13
）

▽
常
滑

伊
藤
史
郎（
5
・
13
）

▽
犬
山

大
沢
秀
教（
5
・
13
）

▽
大
府

柴
﨑
智
子（
5
・
13
）

▽
山
県

武
藤
孝
成（
5
・
13
）

▽
橋
本

小
林

弘（
5
・
13
）

▽
福
山

熊
谷
寿
人（
5
・
13
）

▽
高
知

寺
内
憲
資（
5
・
13
）

▽
田
川

田
守
健
治（
5
・
13
）

▽
八
女

中
島
信
二（
5
・
13
）

▽
長
崎

梅
原
和
喜（
5
・
13
）

▽
中
津

相
良
卓
紀（
5
・
13
）

▽
枕
崎

吉
松
幸
夫（
5
・
13
）

▽
夕
張

高
間
澄
子（
5
・
14
）

▽
稚
内

横
澤
輝
樹（
5
・
14
）

▽
芦
別

小
川
政
憲（
5
・
14
）

▽
赤
平

竹
村
恵
一（
5
・
14
）

▽
歌
志
内
女
鹿

聡（
5
・
14
）

▽
富
良
野
今

利
一（
5
・
14
）

▽
小
千
谷久

保
田
陽
一（
5
・
14
）

▽
十
日
町
吉
村
重
敏（
5
・
14
）

▽
飯
田

原

和
世（
5
・
14
）

▽
諏
訪

森
山
博
美（
5
・
14
）

▽
羽
村

中
嶋

勝（
5
・
14
）

▽
茅
ヶ
崎
山
﨑
広
子（
5
・
14
）

▽
龍
ケ
崎山

宮
留
美
子（
5
・
14
）

▽
沼
田

高
柳
勝
巳（
5
・
14
）

▽
み
ど
り
上
岡
克
己（
5
・
14
）

▽
狭
山

三
浦
和
也（
5
・
14
）

▽
鴻
巣

大
塚
佳
之（
5
・
14
）

▽
鶴
ヶ
島
松
尾
孝
彦（
5
・
14
）

▽
日
高

大
澤
博
行（
5
・
14
）

▽
白
岡
菱
沼
あ
ゆ
美（
5
・
14
）

▽
木
更
津
國
吉
俊
夫（
5
・
14
）

▽
掛
川

山
本
行
男（
5
・
14
）

▽
藤
枝

小
林
和
彦（
5
・
14
）

▽
名
古
屋岡本

や
す
ひ
ろ（
5
・
14
）

▽
瀬
戸

水
野
良
一（
5
・
14
）

▽
半
田

沢
田

清（
5
・
14
）

▽
津
島

上
野
聡
久（
5
・
14
）

▽
蒲
郡

竹
内
滋
泰（
5
・
14
）

▽
羽
島

藤
川
貴
雄（
5
・
14
）

▽
美
濃

辻

文
男（
5
・
14
）

▽
泉
大
津
大
塚
英
一（
5
・
14
）

▽
大
東

品
川
大
介（
5
・
14
）

▽
大
和
郡
山林

浩
史（
5
・
14
）

▽
津
山

竹
内
靖
人（
5
・
14
）

▽
東
広
島
重
光
秋
治（
5
・
14
）

▽
善
通
寺
金
崎
大
和（
5
・
14
）

▽
東
か
が
わ大

田
稔
子（
5
・
14
）

▽
久
留
米
原
口
和
人（
5
・
14
）

▽
魚
津

林

久
嗣（
5
・
15
）

▽
砺
波

大
楠
匡
子（
5
・
15
）

▽
金
沢

高

誠（
5
・
15
）

▽
青
梅
山
内
公
美
子（
5
・
15
）

▽
綾
瀬

橘
川
佳
彦（
5
・
15
）

▽
石
岡

菱
沼
和
幸（
5
・
15
）

▽
牛
久

藤
田
尚
美（
5
・
15
）

▽
鹿
嶋

山
口
哲
秀（
5
・
15
）

▽
真
岡

渡
邉

隆（
5
・
15
）

▽
那
須
塩
原松

田
寛
人（
5
・
15
）

▽
太
田
岩
﨑
喜
久
雄（
5
・
15
）

▽
千
葉

段
木
和
彦（
5
・
15
）

▽
銚
子

池
田
健
一（
5
・
15
）

▽
館
山

太
田

浩（
5
・
15
）

▽
成
田

水
上
幸
彦（
5
・
15
）

▽
習
志
野佐

々
木
秀
一（
5
・
15
）

▽
三
島

野
村
諒
子（
5
・
15
）

▽
豊
橋

堀
田
伸
一（
5
・
15
）

▽
豊
田
作
元
志
津
夫（
5
・
15
）

▽
豊
明

宮
本
英
彦（
5
・
15
）

▽
北
名
古
屋猶

木
義
郎（
5
・
15
）

▽
鈴
鹿

山
口
善
之（
5
・
15
）

▽
鳥
羽

山
本
哲
也（
5
・
15
）

▽
中
津
川
吉
村
浩
平（
5
・
15
）

▽
大
阪
狭
山鳥

山

健（
5
・
15
）

▽
明
石

宮
坂
祐
太（
5
・
15
）

▽
宝
塚
冨
川
晃
太
郎（
5
・
15
）

▽
大
和
高
田橋

本
俊
哉（
5
・
15
）

▽
桜
井

大
園
光
昭（
5
・
15
）

▽
小
松
島
米
﨑
賢
治（
5
・
15
）

▽
新
居
浜
小
野
辰
夫（
5
・
15
）

▽
西
予

小
玉
忠
重（
5
・
15
）

▽
春
日

岩
切
幹
嘉（
5
・
15
）

▽
旭
川

白
鳥
秀
樹（
5
・
16
）

▽
帯
広

鈴
木
仁
志（
5
・
16
）

▽
岩
見
沢
石
黒
武
美（
5
・
16
）

▽
網
走

平
賀
貴
幸（
5
・
16
）

▽
国
立

望
月
健
一（
5
・
16
）

▽
福
生

堀
雄
一
朗（
5
・
16
）

▽
清
瀬
原
田
ひ
ろ
み（
5
・
16
）

▽
東
久
留
米島

﨑
清
二（
5
・
16
）

▽
台
東

鈴
木

純（
5
・
16
）

▽
伊
勢
原
八
島
満
雄（
5
・
16
）

▽
南
足
柄
高
木
吉
勝（
5
・
16
）

▽
結
城

佐
藤

仁（
5
・
16
）

▽
足
利

横
山
育
男（
5
・
16
）

▽
川
越

片
野
広
隆（
5
・
16
）

▽
行
田

吉
野

修（
5
・
16
）

▽
市
川
秋
本
の
り
子（
5
・
16
）

▽
佐
倉

爲
田

浩（
5
・
16
）

▽
白
井

伊
藤

仁（
5
・
16
）

▽
高
石

二
瓶
貴
博（
5
・
16
）

▽
京
都

青
野
仁
志（
5
・
16
）

▽
た
つ
の
内
匠
勇
人（
5
・
16
）

▽
天
理

内
田
智
之（
5
・
16
）

▽
三
原

中
重
伸
夫（
5
・
16
）

▽
直
方

松
田

曻（
5
・
16
）

▽
筑
後

山
下
秀
則（
5
・
16
）

▽
嘉
麻

岩
永
利
勝（
5
・
16
）

▽
大
村

城
幸
太
郎（
5
・
16
）

▽
別
府

安
部
一
郎（
5
・
16
）

▽
日
田

松
野
勝
美（
5
・
16
）

▽
津
久
見
塩
﨑
雄
司（
5
・
16
）

▽
江
別

相
馬
芳
佳（
5
・
17
）

▽
伊
達（
北
海
道
）

阿
部
正
明（
5
・
17
）

▽
米
沢
山
田
富
佐
子（
5
・
17
）

▽
寒
河
江
阿
部

清（
5
・
17
）

▽
長
井

内
谷
邦
彦（
5
・
17
）

▽
狛
江
西
村
あ
つ
子（
5
・
17
）

▽
世
田
谷
高
橋
昭
彦（
5
・
17
）

▽
小
田
原
大
川

裕（
5
・
17
）

▽
日
立

伊
藤
健
也（
5
・
17
）

▽
矢
板

関
由
紀
夫（
5
・
17
）

▽
安
中

佐
藤
貴
雄（
5
・
17
）

▽
川
口

芝
﨑
正
太（
5
・
17
）

▽
浦
安
中
村
理
香
子（
5
・
17
）

▽
印
西

近
藤
瑞
枝（
5
・
17
）

▽
山
武

石
川
和
久（
5
・
17
）

▽
富
士
宮
鈴
木

弘（
5
・
17
）

▽
湖
西

竹
内
祐
子（
5
・
17
）

▽
一
宮

服
部
修
寛（
5
・
17
）

▽
春
日
井
田
口
佳
子（
5
・
17
）

▽
江
南

伊
藤
吉
弘（
5
・
17
）

▽
尾
張
旭
丸
山
幸
子（
5
・
17
）

▽
み
よ
し
広
瀬
裕
久（
5
・
17
）

▽
あ
ま

森

耕
治（
5
・
17
）

▽
長
久
手木

村
さ
ゆ
り（
5
・
17
）

▽
堺

大
林
健
二（
5
・
17
）

▽
岸
和
田
烏
野
隆
生（
5
・
17
）

▽
八
尾

奥
田
信
宏（
5
・
17
）

▽
大
津

川
口
正
徳（
5
・
17
）

▽
近
江
八
幡竹

尾
耕
児（
5
・
17
）

▽
姫
路

梅
木
百
樹（
5
・
17
）

▽
徳
島
佐
々
木
昌
也（
5
・
17
）

▽
高
松

十
川
信
孝（
5
・
17
）

▽
坂
出

楠
井
常
夫（
5
・
17
）

▽
大
牟
田
大
野
哲
也（
5
・
17
）

▽
日
南

前
田
幸
雄（
5
・
17
）

▽
苫
小
牧
藤
田
広
美（
5
・
20
）

▽
八
戸

夏
坂

修（
5
・
20
）

▽
大
館
小
棚
木
政
之（
5
・
20
）

▽
松
本

阿
部
功
祐（
5
・
20
）

▽
岡
谷

藤
森
博
文（
5
・
20
）

▽
昭
島

小
山

満（
5
・
20
）

▽
杉
並

島
田
敏
光（
5
・
20
）

▽
川
崎

花
輪
孝
一（
5
・
20
）

▽
古
河

大
島
信
夫（
5
・
20
）

▽
深
谷

角
田
義
徳（
5
・
20
）

▽
北
本

保
角
美
代（
5
・
20
）

▽
勝
浦

磯
野
典
正（
5
・
20
）

▼
事
務
局
長

▽
苫
小
牧園

田

透（
30
・
4
・
1
）

▽
稚
内

渡
辺
直
人（
30
・
4
・
1
）

▽
八
戸

阿
部
寿
一（
4
・
1
）

▽
陸
前
高
田熊

谷
重
昭（
4
・
1
）

▽
白
石

大
槻
洋
一（
4
・
1
）

▽
秋
田

遠
藤
孝
志（
4
・
1
）

▽
尾
花
沢
横
沢
康
子（
4
・
1
）

▽
本
宮

柳
内
正
美（
4
・
1
）

▽
胎
内

坂
井
弘
栄（
4
・
1
）

▽
小
松

林

政
憲（
4
・
1
）

▽
塩
尻

横
山
文
明（
4
・
1
）

▽
藤
沢

黒
岩
博
巳（
4
・
1
）

▽
茅
ヶ
崎
清
水
浩
幸（
4
・
1
）

▽
つ
く
ば
み
ら
い

土
信
田
栄（
4
・
1
）

▽
真
岡

石
塚
光
夫（
4
・
1
）

▽
沼
田

小
菅
伸
一（
4
・
1
）

▽
館
山

石
井

修（
4
・
1
）

▽
富
士
宮
古
郡
和
明（
4
・
1
）

▽
焼
津

種
本
哲
也（
4
・
1
）

▽
湖
西

松
本
和
彦（
4
・
1
）

▽
豊
川

中
森
利
仁（
4
・
1
）

▽
常
滑

古
川
章
江（
4
・
1
）

▽
高
浜

大
岡
英
城（
4
・
1
）

▽
北
名
古
屋中

畑
裕
太（
4
・
1
）

▽
み
よ
し
廣
瀨
邦
仁（
4
・
1
）

▽
あ
ま

山
田
昭
男（
4
・
1
）

▽
堺

橘

健
一（
4
・
1
）

▽
京
都

山
本
和
浩（
4
・
1
）

▽
城
陽

長
村
和
則（
4
・
1
）

▽
天
理

中
田
憲
良（
4
・
1
）

▽
桜
井

石
田
幸
余（
4
・
1
）

▽
御
所

奥
田
公
夫（
4
・
1
）

▽
橋
本

福
井
直
記（
4
・
1
）

▽
松
江

角

清
司（
4
・
1
）

▽
庄
原

永
江

誠（
4
・
1
）

▽
高
松

多
田
雄
治（
4
・
1
）

▽
新
居
浜
岡
田
公
央（
4
・
1
）

▽
西
予

冨
永

誠（
4
・
1
）

▽
嘉
麻

草
野
秀
紀（
4
・
1
）

▽
八
女

坂
井
明
子（
4
・
1
）

▽
鹿
島

谷
川
清
高（
4
・
1
）

▽
八
代

宮
田

径（
4
・
1
）

▽
中
津

濱
田
秀
喜（
4
・
1
）

▽
竹
田

柴
尾
浩
昭（
4
・
1
）

▽
都
城

恒
吉
和
昭（
4
・
1
）

▽
大
和
郡
山百

嶋
芳
一（
5
・
1
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

本
紙
6
月
5
日
付
け
第

2
0
8
6
号
に
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

4
面
、
議
会
人
事
の
副

議
長
欄
に
、
誤
っ
て
岡
本

泰
介
美
作
市
議
会
議
長
を

記
載
し
て
お
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
（
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
は

修
正
後
の
も
の
を
掲
載
し

て
い
ま
す
）。
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